
～ 令和7年11月28日

（対象者数） 20 （回答者数） 15

～ 令和7年11月10日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ 令和7年11月28日

（対象数） 9 （回答数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援センターとしての強みを活かして、必要な
支援を検討していく。

2

・訪問先の日常園生活に役立つ支援を提供し
ていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・園との時間調整に余裕を持たせながら、回数
を確保できるように取り組みを強化していく。

2

3

○事業所名 湖南市通所支援センター

○保護者評価実施期間 令和7年11月4日

○保護者評価有効回答数

令和7年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年11月4日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・全契約児に支給日数分の訪問を行えない時
がある。

・人員の体制や園との調整を含めた時間的な
制約がある。

・利用児童の大半が児童発達支援事業も利用
しており、児童発達支援での様子、保育所等訪
問支援での様子を総合して対象児の支援に取
り組むことができる。

・児童発達支援での様子、保育所等訪問支援
での様子とを合わせた評価に取り組むことがで
きる。

・保育士や心理士、社会福祉士や言語聴覚士と
いった様々な職種の経験豊富なスタッフが訪問
している。

・専門的な立場からの支援を心掛け、文書にて
の報告を徹底している。

事業所における自己評価総括表公表


